
「
講
師
紹
介
」は
、当
協
会
が
提
供
す
る
電
話
応
対
教
育
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
す
が
、他
の

電
話
応
対
コ
ン
ク
ー
ル
や
も
し
も
し
検
定
な
ど
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
知
名
度
は
低
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、一
度
利
用
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
定
期
的
に
申
込
い
た
だ
く

な
ど
、リ
ピ
ー
タ
ー
率
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
理
由
を
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、同
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
を
一
先
ず
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
講
師
紹
介
」に
つ
い
て
、少
し
理
解
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
、大
阪
支
部
で
主
催
す
る
ク
レ
ー
ム
応
対
研
修
な
ど
の
電
話
応
対
教
育
研
修
を
受
講
し
、そ
の
講
師
の
指
導
法
等
に
納
得
い
た
だ
い
て

自
社
内
で
共
有
し
た
い
場
合
や
、自
社
内
で
実
施
す
る
新
入
社
員
対
象
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
や
電
話
応
対
研
修
な
ど
に
活
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。興
味
を
持
っ
て
下
さ
っ
た
皆
様
、詳
細
に
つ
い
て
も
ご
確
認
の
う
え
、申
込
を
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

豊
富
な
講
師
陣
の
中
か
ら
お
客
様
の
要
望
に
適
し
た
講
師
を
紹

介
し
ま
す
。ま
た
、希
望
す
る
内
容
や
テ
ー
マ
つ
い
て
も
講
師
と
事

前
打
合
せ
を
行
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
ま
す
。

お
客
様
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
即
し
た
電
話
応
対
ス
キ
ル
や
、現
在

の
課
題
点
等
を
踏
ま
え
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

作
成
が
可
能
で
す
。

「
ち
ょ
う
だ
い
す
る
」は
「
も
ら
う
」「
受
け
取
る
」の
謙
譲
語
で
す
。

た
ま
に
聞
く
言
い
方
で
あ
り
、何
と
な
く「
敬
語
」的
な
表
現
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、名
前
は

も
ら
う
も
の
で
は
無
い
た
め
誤
り
で
す
。

「
お
名
前
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」「
お
名
前
を
う
か
が
っ
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
」

と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
敬
語
の
使
い
方
、間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

お
名
前
を

ち
ょ
う
だ
い

で
き
ま
す
か
？

ちょ
っと ひと
い
き

「
講
師
紹
介
」が
リ
ピ
ー
ト
さ
れ
る
理
由

①
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
豊
富
な
講
師
陣

②
効
果
的
な
研
修
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
活
用

電
話
応
対
技
能
検
定（
も
し
も
し
検
定
）は
、｢
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
電
話
応
対
｣の
実
現
と
電
話
応
対
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
即
戦
力
に
な
り
得
る

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー（
社
内
の
指
導
者
）の
育
成
を
目
的
と
し
た
検
定
制
度
で
す
。2
級
は
ビ
ジ
ネ
ス
電
話
応
対
を
行
う
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
応
用
能
力
を

有
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、応
対
の
見
直
し
等
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。是
非
こ
の
機
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

請
求
書
宛
名

に
つ
い
て

連絡責任者受 講 者

上
記
事
業
所
名
と
異
な
る
場
合
ご
記
入
下
さ
い

＊
3
級
合
格
通
知
ま
た
は
3
級
カ
ー
ド
を
申
込
書
と
一
緒
に
F
A
Xし
て
下
さ
い
。（
大
阪
支
部
で
取
得
さ
れ
た
方
は
不
要
）

※
住
所
が
ご
自
宅
の
場
合
は
、最
後
に（
自
宅
）と
明
記
し
て
下
さ
い
。

＊
3
級
合
格
通
知
と
2
級
教
育
課
程
受
講
修
了
証
明
書
を
申
込
書
と
一
緒
に
F
A
Xし
て
下
さ
い
。（
過
去
2
年
以
内
に
大
阪
支
部
で
受
講
修
了
さ
れ
た
方
は
不
要
）

電
話
応
対
技
能（
も
し
も
し
） 検
定
2級
資
格
取
得
研
修
会・
検
定
試
験
 参
加
申
込
書

※
そ
れ
以
外
の
方
は
チ
ェッ
ク
不
要

〒

M
A
I
L

T
E
L

氏
名

事
業
所
名

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

F
A
X

所
属
・
役
職
名

住
所

3
級
認
定
番
号

2
級
検
定
資
格

い
ず
れ
か
に

を
つ
け
て
下
さ
い

受
検
す
る

受
検
し
な
い（
研
修
会
の
み
参
加
）

検
定
試
験
の
み

希
望
の
方

を
つ
け
て
下
さ
い

検
定
試
験
の
み

〈
申
込
FA
X
番
号
〉
06
-6
53
4-
86
28

(公
財
)日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
 大
阪
支
部

大
阪
支
部
H
P

T
E
L

M
A
IL

06
-6
53
4-
86
18

※
申
込
受
付
後
、締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
請
求
相
当
額（
受
講
料
・

　
検
定
料
）を
申
し
受
け
ま
す
。

※
一
度
ご
入
金
い
た
だ
い
た
費
用
は
返
金
出
来
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

ht
tp
s:
//
w
w
w
.p
i.j
tu
a.
or
.jp
/o
sa
ka
/

※
各
申
込
み
人
数
が
5
名
以
下
の
時
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
中
央
大
通
り「
阿
波
座
駅
東
」交
差
点
東
南
側（
り
そ
な
銀
行
東
側
）

大
阪
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ビ
ル
 8
F 
第
6会
議
室

①
2級
研
修
会
か
ら
受
講
希
望
の
方
は
、3
級
合
格
通
知
ま
た
は

3級
認
定
書（
認
定
カ
ー
ド
）の
提
出
が
必
要
で
す
。

②
検
定
試
験
の
み
希
望（
再
受
検
）の
方
は
、①
に
加
え
2級
教
育

　
課
程
受
講
修
了
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

下
記「
参
加
申
込
書
」に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

F
A
X
を
お
送
り
頂
く
か
、大
阪
支
部
H
Pよ
り
お

申
込
み
下
さ
い
。申
込
受
付
後
、連
絡
責
任
者
の

方
へ
ご
案
内
・
請
求
書
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

場
所

定
員

申
込
方
法

申
込
締
切

注
意
事
項

お
問
合
せ
先

os
ak
a@
jtu
a.
or
.jp

8名 〈
先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
〉

〒
5
5
0
-0
0
1
2
大
阪
市
西
区
立
売
堀
3
-1
-1

電
話
応
対
技
能
検
定（
も
し
も
し
検
定
）

2
級
資
格
取
得
研
修
会
・
検
定
試
験
の
ご
案
内

10
：0
0
17
：0
0

日
時

研
修
内
容

受
講
料
39
,6
00

円

研
修
会

〈
対
象
：
3級
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方
〉

（
税
込
・
テ
キ
ス
ト
代
込
）

2級
科
目
：
計
3日

間（
15
時
間
）

各
 日

検
定
料
6,
60
0円

（
税
込
）

・
電
話
応
対
の
応
用
　
・
伝
え
方
、聴
き
方
の
基
本
　
・
日
本
語
の
特
徴

・
電
話
応
対
の
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
　
・
電
話
応
対
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎

・
電
話
応
対
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、電
話
応
対
の
コ
ー
チ
ン
グ
の
基
礎

・
個
人
情
報
保
護
法（
応
対
事
例
に
よ
る
G
W
）

11
月
10
日
金

20
23
年

11
月
22

日
11
月
29

日
水 水

20
23
年

検
定
試
験

日
時

12
月
6日

水
20
23
年

1名
3分
・

受
検
番
号
順

（
）

（
60
分
）

筆
記
試
験

実
技
試
験

13
：0
0
14
：0
0

14
：2
0

〈
四
肢
択
一
マ
ーク
シ
ート
問
題
20
問
＋
記
述
1問
〉
〈
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
〉

※
今
回
、飛
び
級
用
研
修
会（
3
級
基
本
科
目
1
0
時
間
）の
開
講
は
致
し
ま
せ
ん
。

①
②
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
支
部
に
て
取
得
、修
了
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要
②
修
了
証
明
書
は

過
去
2年
以
内
の
も
の

（
）

9：
00
12
：0
0

12
月
6日

水
20
23
年

Q
Rコ

ー
ド
は

コ
チ
ラ

「
講
師
紹
介
」を
活
用
し
て
自
社
の

課
題
解
決
に
お
役
立
て
下
さ
い
！

「
お
申
込
の
流
れ
」「
当
協
会
に
登
録
し
て
い
る
講
師（
一
覧
）」
は
、

当
協
会
本
部
H
P（
以
下
Q
R
コ
ー
ド
）で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

講
師
一
覧

講
師
紹
介
の

お
申
込
み
の
流
れ

大
阪
支
部
N
E
W
S

大
阪
支
部
N
E
W
S

〒
55
0-
00
11
 大
阪
市
西
区
阿
波
座
2-
1-
11
 N
T
T
阿
波
座
ビ
ル
　〈
T
E
L〉
06
-6
53
4-
86
18
 〈
F
A
X
〉0
6-
65
34
-8
62
8 〈
M
A
IL
〉o
sa
ka
@
jt
ua
.o
r.
jp

h
tt
p
s
:/
/
w
w
w
.p
i.
jt
u
a
.o
r.
jp
/
o
s
a
k
a
/

IC
T
活
用
推
進
と
電
話
応
対
教
育
な
ど
の
お
役
立
ち
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

-テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ニ
ュ
ー
ス
-

電
話
応
対

最
新
情
報



●
申
込
受
付
後
、上
記
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
請
求
相
当
額
を
申
し
受
け
ま
す
。 
●
一
度
ご
入
金
い
た
だ
い
た
費
用
は
返
金

出
来
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。木

お
問
合
せ
先

TE
L
06
-6
53
4
-8
61
8

os
ak
a@
jt
ua
.o
r.j
p

（
公
財
）日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
　
大
阪
支
部
 事
務
局

M
A
IL

T
EL

応
対
力
を
強
化
し
て

C
S
向
上
を
め
ざ
す 研
修
詳
細

定
 員

参
加
費

申
込
方
法

申
込
締
切

12
名

20
23

年
 11

月
30

日

1名
6,
60
0円

〈
大
阪
支
部
会
員
 1
名
 3
,3
00
円
〉（
税
込
・テ
キ
ス
ト
代
込
）

※
申
込
人
数
が
５
名
以
下
の
と
き
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

w
eb
サ
イ
ト

Q
Rコ
ー
ド

ht
tp
s:
//
w
w
w
.p
i.j
tu
a.
or
.jp
/o
sa
ka
/

U
R
L

ユ
ー
ザ
協
会
大
阪
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
w
eb
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
受
付
後
、連
絡
責
任
者
の
方
へ
受
付
案
内
と
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

（
税
込
）

講
師

内
容

テ
ー
マ

日
時

場
所

大
阪
ト
ヨ
ペ
ット
ビ
ル
 8
F 
第
3会
議
室

8日
12

月
金

20
23
年

〒
55
0-
00
12
 大
阪
市
西
区
立
売
堀
3
-1
-1

※
中
央
大
通
り「
阿
波
座
駅
東
」交
差
点
東
南
側（
り
そ
な
銀
行
東
側
）

13
：1
5

17
：1
5

小
堀
 恭
子
氏

co
m
.企
画
 〈
ユ
ー
ザ
協
会
 契
約
講
師
〉

※
先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切

【
注
意
事
項
】

小
堀
 恭
子
 氏

【
主
な
資
格
】

co
m
.企
画
 代
表

●
電
話
応
対
技
能
検
定
指
導
者
級（
S級
）

〔（
公
財
）日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
 認
定
〕

●
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

〔（
一
社
）日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
 認
定
〕

●
ク
レ
ー
ム
と
は
 ～
ク
レ
ー
ム
の
正
体
～

●
ク
レ
ー
ム
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
！

●
ク
レ
ー
ム
応
対
５
つ
の
Ｎ
Ｇ
　
　
　
　
 ●
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

●
ク
レ
ー
ム
応
対
の
留
意
点

今
講
座
で
は
、お
客
様
の
心
理
状
態
を
理
解
し
、ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
交
え
て
検
証

し
な
が
ら
適
切
な
応
対
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。ク
レ
ー
ム
の
本
質
を
見
抜
く

力
を
養
い
、苦
手
意
識
の
克
服
を
め
ざ
す
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ク
レ
ー
ム
応
対
研
修
の
ご
案
内

クク
レレ
ー
ムム
応応
対対
研研
修修
のののの
ごご
案案
内内内内

ク
レ
ム
応
対
研
修
の
ご
案
内内

適
切
な
ク
レ
ー
ム
応
対
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、

お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
!

日
々
の
電
話
応
対
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
皆
様
、

ク
レ
ー
ム
応
対
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
で
き
ま
せ
ん！

ユ
ー
ザ
協
会
 契
約
講
師（
電
話
応
対
技
能
検
定
指
導
者
級
保
持
者
）

◎
学
生
と
は
違
う
社
会
人
と
し
て
の
言
動
、心
構
え
を
知
る
。

◎
企
業
人
と
し
て
の
基
本
的
な
言
葉
遣
い
、

　
接
客
・
電
話
応
対
ス
キ
ル
を
体
得
す
る
。

●
社
会
人
の
心
構
え

●
電
話
応
対
・
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
の
マ
ナ
ー

●
来
客
応
対
　
●
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
 等

●
申
込
受
付
後
、上
記
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
請
求
相
当
額
を
申
し
受
け
ま
す
。 
●
一
度
ご
入
金
い
た
だ
い
た
費
用
は
返
金

出
来
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

金

お
問
合
せ
先

TE
L
06
-6
53
4
-8
61
8

os
ak
a@
jt
ua
.o
r.j
p

（
公
財
）日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
　
大
阪
支
部
 事
務
局

M
A
IL

T
EL

研
修
詳
細

定
 員

参
加
費

申
込
方
法

申
込
締
切

12
名

20
23

年
 12

月
8日

1名
8,
80
0円

〈
大
阪
支
部
会
員
 1
名
 4
,4
00
円
〉（
税
込
・テ
キ
ス
ト
代
込
）

※
申
込
人
数
が
５
名
以
下
の
と
き
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

w
eb
サ
イ
ト

Q
Rコ
ー
ド

ht
tp
s:
//
w
w
w
.p
i.j
tu
a.
or
.jp
/o
sa
ka
/

U
R
L

ユ
ー
ザ
協
会
大
阪
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
w
eb
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
受
付
後
、連
絡
責
任
者
の
方
へ
受
付
案
内
と
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

（
税
込
）

講
師日
時

場
所

大
阪
ト
ヨ
ペ
ット
ビ
ル
 8
F 
第
6会
議
室

14
日

12
月

木
20
23
年

〒
55
0-
00
12
 大
阪
市
西
区
立
売
堀
3
-1
-1

※
中
央
大
通
り「
阿
波
座
駅
東
」交
差
点
東
南
側（
り
そ
な
銀
行
東
側
）

10
：0
0
17
：0
0

堤
 好
美
氏

〈
TM
C
ア
シ
ス
ト
〉

橋
本
 美
詠
子
氏

〈
D
IA
サ
ポ
ー
ト
〉

※
先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切

【
注
意
事
項
】

人
事
担
当
者
の
皆
様
、採
用
内
定
者
の
育
成
に
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

当
研
修
は
、内
定
の
時
期
を
と
ら
え
、社
会
人
・
企
業
人
と
し
て
の
基
礎
知
識
や
基
本
ス
キ
ル

に
つ
い
て
、講
義
だ
け
で
な
く
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
交
え
て
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
た
だ
く

実
践
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。早
期
戦
力
化
だ
け
で
な
く
、内
定
者
の
不
安
解
消
の

た
め
に
も
是
非
ご
参
加
を
検
討
願
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
の

ご
案
内

ビビ
ジジ
ネネ
スス
ママ
ナナ
ー
研研
修修
のの

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
の

社
会
人
と
し
て
の
考
え
方
や
、仕
事
の
進
め
方
な
ど
、

基
本
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
即
戦
力
化
！

テ
ー
マ

研
修
内
容


